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　台湾では、ハイキングのこ

とを「健
ジェンシン

行」という。

　台湾の面積は九州より一回

り小さい。けれども、ウィキ

ペディア「台灣山峰列表」によ

ると3000m以上の高峰が269座

もある。これらの山はそれなりの

体力と技術がないと登れないし、

3000m以上の山へは登山許可証

と、有資格ガイドの同行が必要だ。

一方、里山を巡って楽しむ台湾の

ハイキングコース「登山歩道」がよ

く整備されている。

　私は一人で、台中に住む友人の“信ちゃん”を訪ね

て遊びに行った。2016年4月のことである。台北か

ら台中に行く前に、台湾北部の観光地「九份」でハイ

キングをする計画を立てた。

　九份は台湾北部の海岸に近い500m級の山並みの

中腹にできた街である。19世紀末には、金鉱、石炭

坑で栄えた。しかし金、石炭とも採掘が進み資源が枯

渇して街は寂れた。近年になって、映画「悲情城市」の

ロケ地になったことや、古風な街並みのたたずまい

が人気となって一大観光地となった。

　私のハイキング計画第一目標は「基隆山」。山名は

近くにある港湾都市「基
キールン

隆」から名付けたのだろう。

別名は「雞籠（鶏篭）山」で名前の由来は海上から見る

と山のかたちが鶏篭に見えるそうな。登山口の標高

は約320m、山頂は588m。従って標高差270mく

らいなので比較的楽に登れるだろう。基隆山のもう

一つの別名は「基隆富士山」。

　「基隆山」だけでは1日の行程として時間が余って

しまうので、ネットで見つけた「大粗坑古道」という、

九份起点の山越えのハイキングコースも同じ日に歩

くことにした。この道は、石炭採掘のための道をハイ

キング道に改修したようだ。台湾のネットから取り込

んだ地図を印刷して旅行前に準備した。

　4月9日夕方、 予約し

た九份の民宿「九重町客

桟」に着いた。天気はあい

にくの雨模様で、降った

りやんだりの天気が台湾

滞在中続いた。日本なら

梅雨前線に相当する雨雲

が台湾に停滞していたの

だ。台湾旅行の日取りは、

信ちゃんの都合に合わせ

て計画した。思えば“信

ちゃん”は雨男で、彼が絡

むと雨になる日が多かった。

　翌4月10日の朝となる。前夜は雨が断続的に降っ

ていた。窓から明るくなった外の路地を覗くと雨は

やんでいる。朝食を済ませてから「基隆山」に登るつ

もりであった。しかし未だ6時で、朝食は8時。なの

で2時間ほど間がある。それなら散歩がてら「基隆山」

の登山口を確認しておこうと思った。

　宿を出てすぐ脇の小道に入る。右手は軒の続く山

側、左手の谷側は土手になっている。土手のさらに下

はバス道路が登り坂になって並行している。視界が

開けると海岸線が見えた。これから登るオムスビ型

の「基隆山」がよく見える。

　私の今歩いている小道がバス道路に交わるところ

が、登山口だった。宿からほんの10分ほどだ。「雞籠
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山登山歩道」と刻まれた案内碑からコンクリート階段

の登山道が続いていた。

　ほとんど一直線の階段道でおもしろみは無いが、短

時間で山頂に行けそうだ。登山口までの偵察を、朝食

前の登頂決行に方針変更した。とにかく朝食が始まる

までに戻ろうと少し急ぐ。途中展望台が有り九份の街

を観察する。ここから見た九份の街を見て驚いた。市

街地の左3分の1くらいは墓石群が占めている。まる

で死者の街で残りの3分の2が現世の人が住む観光地

だ。登山口へ行く途中にも綺麗な装飾の墓石が幾つか

あった。しかし、山上から眺めて見えた「墓石街」とも

いえる景観に呆れる。これは風水に関係あるのだろう

か？ ゲゲゲの鬼太郎さんもびっくりだね。

　前を行く登山者が一人居た。遠目にも近目にも若

い女性で、一人で登っている。私の方が少し速いので

やがて追いついた。「早
ザォー

（おはよう）」と台湾風の挨拶

をして、カタコトで訊ねると学生さんとのこと。やが

て山頂に着いた。登山口から所要30分だった。

　ぐずついた天気の割には、マアマアの展望で、基隆

の街と思われる方向は複雑な海岸線に乗った家家が

見えた。山はほとんど草地で樹木は無かった。反対側

は雲が低く、遠方は見えなかった。朝食後に行く予定

の、「大粗坑古道」の入口のある「九份中学校」を目視

で確認できたのは収穫だ。

　下山にかかる。下を見れば日曜日のためか、登って

くる人が多くなった。帰路は山腹を巻きながら下る

登山道をとった。その道は往路の階段を少し下った

ところから分岐する。展望に優れ、よい道なのだが、

これが苔むしていやらしく滑る。氷結した登山道を

下るときと同じ要領でそっと足を置き、なるべく踏ん

張らないで抜け歩く。何とか騙して下りきり、登りに

とった階段道に合流するとほっとした。階段は嫌だっ

たのに、滑らないのでありがたい。

　宿に戻ると8時15分だった。部屋に戻らず、すぐ

に朝食を頼む。ハムエッグと薄いトースト1枚で洋風

なのだが、お粥や、ご飯、豆のスープなどもあり、主

食が足りない人はここから自由に食べる仕組みだっ

た。特に悪くも無くお値段通りの朝食だった。

　さて、「大粗坑古道」の準備をして出発だ。連泊な

ので大きな荷物は部屋に置く。実は台湾で、一人の山

歩きをしたことがなかった。たいてい案内人がいて、

細かい調べも必要が無かった。だが、今度は言葉もマ

マならぬ異国での山歩きなので、ちょっと緊張する。

客観的にみれば、やさしい里山歩きで案ずることは

無いのだが、道迷いとか、追いはぎ、登山道が崩壊、

未知の毒蛇に遭遇、急な病気など悪く考えるときり

が無い。

　宿を出ると、飲料をコンビニで買い、昼食用にカス

テラのようなものを九份の土産屋で買った。これは

甘すぎて閉口した。山勘で登山口の「九份中学校」を

目指した。少しでも床面積を増やそうして空中にせ

り出した建物が続き、その崖下の道を、見当をつけて

歩いた。けれども傾斜地に展開する街によくあるよ

うに、方向を定める道を選ぶのが難しく､見込みがあ

りそうに思って進んだ舗装道路は家並みが切れると、

山襞をうねって谷の下に落ちていた。下ってはいけ

ない、上に行かなくては。この道は違う。少し戻って

小脇を見ると、猫は居なかったが、手招きをしている

ように感じる小さな階段の道があった。入口には案

内板が有り、予定の道ではないがとにかく遊歩道だ。

　私は東に寄りすぎていた。もうちょっと西に戻って

「九份中学校」を捜せばよかったのだろう。しかし、こ

の階段を登れば、「九份中学校」に続く道があるかも

知れないと思い、その階段を上った。

　再び案内板が有って大きく「小
4

粗坑古道」と書いて

ある。大と小の違いだが、「小
4

粗坑古道」というのが

有るとは知らなかった。概念図もあり、現在地と終着

地を示している。それによると終着地は「猴
ホウ

硐
トン

駅」近

くにでるらしい。 （続く）

基隆山登山道から見た九份の街。破線囲みは墓地


